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３．竹山市街を構成した建物
　下の写真（図 4,5）は 1960 年代撮影の横街の景観を
現在のそれと比定したものである。この辺りは 1920 年
代まで郵便局の土地で ( 図 1参照 )、写真に映る街屋群
は郵便局の移転後、1930 年代初頭に建てられ、現在ま
で大きな改変を受けていないことが聞き取りから確認さ
れた。この一連の町屋群（図 6）は、向かって左から 4、
3、1間の３つの棟に分けられ、少しずつ形式が異なる。
　以下では他事例を含めて実測の知見を述べる。

１．はじめに
　前稿では市区改正以前の林圮埔＝竹山の景観と市区改
正事業に伴う先行都市組織の変化について資料と実測の
知見を報告した。本稿では都市改造・拡張の過程で竹山
市街に出現した景観について、地形図や建物登記簿から
その全体像を捉え、また実測調査の成果から植民地期に
建設された街屋の類型化を行う。

２．市区改正の発令後の竹山市街
　竹山市区計画図の公示（1917）から４年後にあたる
1921 年に調製された地形図（図 1）を見ると、計画図
に描かれたグリッド状の道路の建設がいくらか進み、こ
れに建物が稠密に張り付く景観が想定できる。市街はそ
の周辺に点在していた村落部を飲み込むように西へ大き
く拡大している。また建物登記簿によれば建物のほとん
どが竹造または木造の平屋で、一部木造２階建であった。

　既存建物の建替えや拡張部の新築建物が、一部に煉瓦
造や竹造が含まれるものの、主として木造であったこと
は聞き取りからも裏付けられる。市街景観の印象として
は、1960 年代までは竹造・木造が支配的であったとい
う。住民提供の写真（図 1,3）は竹山唯一の木造三階建
て(竹山路111号)の陽台(テラス)で撮影されたもので、
背景に映る家並みがその景観を示している。

図 4　横街（1960 年代 : 淑慧さん提供） 図 5　横街（2018 年 : 筆者ら撮影）

1921 日治二萬五千分之一地形圖

図 1　日治二萬五千分之一地形圖（1921 年）

図 2　竹山市街 (1957 年 : 曽淑慧さん提供） 図 3　竹山市街 (1968 年 : 曽淑慧さん提供）

3-1-1　横街 47
　平屋の店舗棟正面上部に採光
窓をとり、一段切り下げて亭仔
脚の屋根を下ろす。亭仔脚の
奥行き・軒高さともに約 3mで
あった。
3-1-2　横街 45
　亭仔脚に要求される奥行きより下げて店舗棟壁面を置
く（図 8。周囲の建物より壁面が後退している）。亭仔
脚の奥行きは約４mで、軒高さは約 3.5mである。窓は
亭仔脚の屋根の下にある（図 9）。
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図 7　横街 47 号　亭仔脚断面図

図 8  横街 45,47 号 亭仔脚
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図 10  横街 45 号  亭仔脚断面図図 9  横街 45 号  亭仔脚
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図 6　横街 39-53 号　連続立面図
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＊本稿は科学研究費補助金基盤研究 (B)「台湾都市史の再構築のた
めの基盤的研究：都市の移植・土着化・産業化の視座から」（代表：
青井哲人、平成 27年〜 31年度）の成果の一部である。

  図 19　菜園路 15 号　正面    図 20　菜園路 15 号　小屋組み

図 15　屋根裏の通路と棟下の小部屋 図 16　屋根裏の物置

４．おわりに
　市区計画図の公示後、竹山市街は急激に変貌・拡大し
たが、この過程で建築された街屋の多くは木造で、それ
らは〈平屋型〉、〈厨子二階型〉、〈総二階型〉の３つに
大きく分類できる。〈厨子二階型〉に関しては亭仔脚部
分を大きくとった型も少なくなく、〈厨子二階 - セット
バック型〉とした。また〈総二階型〉はファサード面の
違いによってさらに２つに分けられ、〈牌楼型〉が少数
の煉瓦造に対応する（図 21）。状況が一変するのは 70
年代であり、経済成長に伴って補強煉瓦造や RC造での
建て替えが進み、市街は中高層化しはじめる。その後も
1995 年の大火や 1999 年の集集大地震などにより建て
替えが加速して RCラーメン造が急増した。現在は補強
煉瓦造やRC造に混じって木造が残る景観と捉えられる。

3-3　菜園路 15
　竹山では珍しい煉瓦造街屋である。奥行きの浅い 2
間に 1間の不整形宅地がつき、それに対応するように
間口約 8m奥行き約 14mの木造主屋と煉瓦造の付属屋
で構成されている。正確な建築年代は不明だが、パラペッ
トを立ち上げたペディメントやトラス架構の寄棟屋根な
どが特徴である（図 19,20）。

3-2　竹山路 151
　間口約 4m、奥行き約 40m の短冊状の敷地である。
もとは中庭を挟んで平入建物が反復する二進構成だった
が、のちに一進目の中庭を室内化し、二進目の中庭に通
路を確保した上で煉瓦造で居住部を増やしたと考えられ
る。面路部の街屋は厨子二階で、屋根裏は生活空間や物
置として利用されてきた（図 15,16）。

3-1-3　横街 53
　間口約 4.5m、奥行き約 31mの土地で、隣接する横
街 51号後方に回り込んで庭をもつ。面路部は木造平屋
の街屋形式で腰まで煉瓦を積み、奥に木造総二階建の街
屋が続く。どちらも屋根に天窓を穿つ（図 12）。二階建
の棟は一階にも床を張った部屋（総鋪）があり、二階に
は床の間や天袋、障子や欄間といった日本的な造作が多
く見られる（図 13）。

図 21　日本植民地期の竹山市街を構成した建物略図
〈総二階 - 騎楼型〉

〈平屋型〉 〈厨子二階 -セットバック型〉〈厨子二階型〉

〈総二階 - 牌楼型〉

  図 17　菜園路 15 号　平面図
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   図 18　菜園路 15 号　断面図
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図 11　横街 53 号　平面図 , 断面図
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図 12　内観（平屋） 図 13　内観（総二階建て  二階）
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図 14　竹山路 151 号　平面図 , 断面図
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